
「
農
家
民
宿
・
黄
桜
の
宿
」
が

５
月
９
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

宿
泊
施
設
の
少
な
い
東
由
利

地
域
に
、
泊
ま
る
場
所
を
増
や

す
こ
と
で
経
済
や
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
し

て
開
設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、

建
物
の
所
有
者
が
農
家
民
宿
と

し
て
宿
泊
営
業
許
可
を
取
得
し
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
桜
の
宿
」
が

運
営
を
受
託
し
ま
す
。
こ
の
た

め
同
法
人
で
は
、
都
市
住
民
を

対
象
に
し
た
農
業
や
林
業
体
験
、

そ
ば
打
ち
や
餅
つ
き
体
験
な
ど

様
々
な
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
準
備
し
、

交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
農
家
民
宿
・
黄
桜
の
宿
」
は
、

旅
館
業
法
の
正
式
な
許
可
が
お

り
る
ま
で
は
「
宿
泊
体
験
事
業
」

と
し
て
運
営
し
、
宿
泊
料
を
無

料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
宿
泊
者

に
は
黄
桜
温
泉
や
し
お
な
ど
で

の
食
事
を
条
件
に
「
湯
楽
里
」

の
入
浴
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

宿
泊
の
受
付
は
、
営
業
コ
ス

ト
や
効
率
面
か
ら
「
農
家
民
宿
・

弁
天
の
宿
」
で
行
い
ま
す
。

無
料
体
験
は
５
月
末
で
終
了

し
、
以
後
は
「
弁
天
の
宿
」
が

満
室
の
場
合
に
「
黄
桜
の
宿
」

を
営
業
す
る
な
ど
、
両
者
が
連

携
を
取
り
合
い
な
が
ら
営
業
し

て
い
き
ま
す
。
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無料宿泊体験実施！

「
黄
桜
の
宿
」
の
経
営
は
、

で
き
る
限
り
コ
ス
ト
を
か
け
な

い
よ
う
に
行
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
度
に
限
っ
て
は
浴
室
ボ
イ

ラ
ー
の
修
繕
、
許
可
基
準
に
沿

う
た
め
に
ト
イ
レ
の
改
修
、
寝

具
の
購
入
な
ど
に
多
額
の
費
用

が
か
か
り
ま
し
た
。
今
後
は
光

熱
水
費
、
リ
ネ
ン
費
、
清
掃
等

管
理
費
が
必
要
で
、
市
補
助
金

と
宿
泊
料
収
入
だ
け
で
は
と
う

て
い
不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
不
足
分
に
は
会
員
の

会
費
や
寄
付
金
な
ど
を
充
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
会
員

は
現
在
正
会
員
12
人
、
賛
助
会

員
４
人
と
い
っ
た
状
況
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
賛
助
会
員

の
募
集
と
あ
わ
せ
寄
付
金
を
募

る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

賛
助
会
員
の
会
費
は
入
会
金

と
あ
わ
せ
３
０
０
０
円
、
寄
付

金
は
１
口
２
０
０
０
円
と
し
て

お
り
ま
す
。

賛
助
会
員
に
は
会
報
の
送
付

や
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
の
ほ
か
、

宿
泊
料
金
や
黄
桜
温
泉
入
浴
料

の
割
引
な
ど
を
検
討
中
で
す
。

振
込
先
は
次
の
通
り
で
す
。

土地改良区事務所から
応接セットなど頂戴

合併で閉所した本荘東由利
土地改良区（石沢地区）事務
所から、不要となった応接セッ
ト、掃除機、電気ポットを「農
家民宿・黄桜の宿」に無償で
譲っていただきました。（写真）
いずれも必需品であり、大切
に使わせていただきます。
ありがとうございました。

宿泊予約申込み先

農家民宿・弁天の宿

〈電話〉
0184-69-3039

〈ファクス>
018-803-5194

(efax）

受
付
は
「
弁
天
の
宿
」

郵便局で「払込取扱表」
によりお振り込み下さい

■口座記号 02280-3
■口座番号 138425
■口座加入者名
特定非営利活動法人黄桜の宿

※ご依頼人欄にお名前、ご住所、
電話番号を記載してください。



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
桜
の
宿
が
３

月
20
日
、
新
町
出
身
で
山
梨
学

院
大
学
教
授
の
宮
塚
利
雄
氏
を

招
き
、
有
鄰
館
（
老
方
台
山
）

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

演
題
は
「
隣
国
を
理
解
す
る

～
朝
鮮
半
島
の
二
つ
の
国
と
日

本
」
で
、
宮
塚
氏
は
現
地
に
出

向
い
て
自
ら
が
撮
影
し
た
写
真

を
紹
介
し
な
が
ら
、
北
朝
鮮
の

現
状
と
日
本
と
の
関
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
、

会
場
に
集
ま
っ
た
50
人
が
興
味

深
く
聞
き
入
り
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
黄
桜
温
泉

湯
楽
里
で
宮
塚
氏
を
囲
ん
だ
懇

親
会
を
開
催
、
15
人
が
参
加
し

情
報
を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。
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中
山
間
集
落
協
定
事
務

黄
桜
の
宿
が
受
託
予
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
黄
桜
の
宿
は
、

４
月
21
日
に
総
会
を
開
き
、
平

成
27
年
度
に
お
い
て
農
家
民
宿

の
営
業
の
ほ
か
、
前
年
度
に
引

き
続
き
市
の
委
託
事
業
で
あ
る

「
工
芸
品
製
作
人
材
育
成
事
業
」

と
、
新
し
く
市
関
連
の
委
託
事

業
と
し
て
「
中
山
間
集
落
協
定

事
務
委
託
事
業
」
を
受
託
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
会
員
に
報

告
し
了
承
を
得
ま
し
た
。

「
中
山
間
集
落
協
定
事
務
委

託
事
業
」
は
、
各
農
業
集
落
協

定
に
交
付
さ
れ
る
農
業
交
付
金

の
申
請
や
実
績
報
告
書
の
作
成

事
務
を
行
う
も
の
で
、
現
段
階

で
は
３
～
４
協
定
の
委
託
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
受
託
規
模
が
増
え
れ
ば
、

新
た
な
人
材
の
雇
用
に
繋
が
る

こ
と
か
ら
、
事
務
を
委
託
す
る

集
落
協
定
が
増
え
る
こ
と
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

工
芸
品
製
作
人
材
育
成
事
業

は
旧
八
塩
小
学
校
校
舎
に
「
伝

統
工
芸
品
体
験
工
房
や
し
お
」

を
開
設
し
、
ワ
ラ
細
工
の
製
作

体
験
・
商
品
開
発
な
ど
を
、
７

月
末
ま
で
実
施
し
ま
す
。

ピ
ザ
窯
を
持
っ
て

い
る
市
内
団
体
が

「
ゆ
り
ほ
ん
石
窯
ピ

ザ
愛
好
会
」(

茂
木
精

会
長)

を
結
成
、
東
由

利
ア
グ
リ
研
究
会

（
舘
合
新
田
）
も
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
り
ま

し
た
。
同
愛
好
会
で

は
市
の
補
助
金
を
活

用
し
移
動
式
の
ピ
ザ

窯
を
新
し
く
製
作
中

で
、
市
内
の
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
地
域
の

食
材
を
使
っ
た
石
窯

ピ
ザ
を
販
売
し
地
域

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

東
由
利
ア
グ
リ
研

究
会
で
も
前
述
し
た

活
動
の
一
環
と
し
て
、

黄
桜
ま
つ
り
（
５
月
２
日
～
24

日
）
で
自
前
の
移
動
式
ピ
ザ
窯

を
会
場
に
持
ち
込
み
、
焼
き
た

て
の
石
窯
ピ
ザ
を
安
価
で
提
供

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
ほ
か
、

５
月
30
日
と
31
日
に
由
利
原
高

原
で
開
催
さ
れ
る
「
鳥
海
高
原

菜
の
花
ま
つ
り
」
に
も
出
店
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「山遊庭の森」（法内野田）で５月
８日（金）、第９回ふれあい交流会
～森に親しむ会～が開催されます。
東由利地域の保育園児と小学生、
グループホーム利用者らが、キノコ
のコマ打ちなどを体験します。当日
は一般の方も参加できますので、

希望者は下記にご連絡願います。
【阿部重助さん ６９－３９８６】

写真は昨年５月９日に実施された
ふれあい交流会～森に親しむ会

新
町
出
身
で
山
梨
学
院
大
学
教
授

の
宮
塚
利
雄
氏
が
北
朝
鮮
の
最
新

情
報
な
ど
に
つ
い
て
有
鄰
館
で
講
演

３
月
15
日
に
東
由
利
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
が

「
雪
中
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験
」

を
開
催
、
市
内
外
か
ら
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
費

は
千
円
で
10
㎏
の
キ
ャ
ベ
ツ
を

持
ち
帰
ら
れ
る
ほ
か
、
フ
ラ
ン

ス
鴨
汁
と
黄
桜
温
泉
の
入
浴
券

が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、
参
加
者
は

大
満
足
し
た
表
情
で
会
場
を
後

に
し
て
い
ま
し
た
。

150人が参加した雪中キャベツ収穫体験

昨年、国文祭のフットパスで東由利アグ
リ研究会が参加者に石窯ピザを提供


